
●「ブルーミング・アロマティック・セラピー」＝9/22（木）11:10／CRS
（123 4th Ave., 2nd Fl.）50種類の精油の香りを使用したグループセッショ
ン。「他者から見た自分の魅力」「自分から見た自分の魅力」「なりたい自分」
を強める精油を選び出しブレンドしてミストを作る。効果的な使い方も解
説。ミストは持ち帰り可能。参加費: $45 http://bloomingaroma922
.peatix.com ●東京ーフロストバレYMCA「父と子の親
子キャンプ」＝9/23（金）〜25(日）／東京ーフロスト
バレYMCA（2000 Frost Valley Rd, Claryville, NY
12725）2泊3日でハイキング、乗馬、アーチェリー、星
観察、野外でカレー作りなどに挑戦。日本人スタッフ同
伴。Tel: 914-761-8450（日本語）、tokyopr@frostval-
ley.org ●「遺産相続セミナー」＝9/29（木）14:00、
18:00／Dipaola Financial Group（60 E. 42nd St., #1050）対象: 米国永住
者で相続税の心配をしている人。講師: 比嘉啓子（ファイナンシャルアドバ
イ ザ ー ） 参 加 無 （ 、 要 予 約  Tel:212-682-9250 Ex. 408、
Keiko.higa@HKateAdvisors.com、www.HKateAdvisors.com（日本語）
●津田塾大学同窓会NY支部「秋の会」＝10/1（土）17:30／Tang Pavilion

(65 W. 55th St.）参加費: $45、tsudaumeko.ny@gmail.com ●美和鼓「子
供向け無料体験クラス＆保護者説明会」＝10/2（日）10:00／FMA Center

（464 Kinderkamack Rd., River Edge, NJ）美和鼓は2007年に子供たちが
和太鼓と篠笛を学びコミュニティーに奉仕できるようにと結）されたNPO。
www.biwanko.org ●クイックUSA「Photoshop習得セミナー」＝10/11

（火）、13（木）、18（水）、10/20（木）、25（火）、27
（木）18:00／Manhattan（詳細は要問い合わせ）各機
能からチラシの作）、バナー作）まで学ぶ。講師: 村井
功（ビレッジウェル) 受講（: ＄50/1回2時間　要予約
Tel: 212-692-0850、quick@919usa.com●クイック
USA「秋の就業お祝いキャンペーン」＝10/31（月）
まで　期間中に同社の仕事紹介で就業（フルタイムま

たは１か月以上の派遣社員）開始した先着30人にノエビア化粧品のハン
ド＆ボディトリートメントを進呈。登録:はwww.919usa.com ●岩岡歯科
医院「開業29周年記念スペシャル」＝12月まで／Manhattan（200 W.
57th St., #1405, Tel: 212-262-8882）、White Plains（56 Doyer Ave., #1A,
Tel: 914-421-1188）治療者に歯石除去を無（で、クラウン治療特別価格で。

（5）　［総　合］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2016年（平成28年）9月17日（土）

www.nyseikatsu.comで詳報

難
病
の
拡
張
型
心
筋
症
と
闘

う
森
川
陽
茉
莉
俚
ひ
ま
り
俛
ち

ゃ
ん
俚
１
歳
８
か
月
俛
が
海
外

で
心
臓
移
植
で
き
る
よ
う
に
、

「
ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
」

俚
本
部
・
神
奈
川
県
俛
が
寄
付

金
を
募
っ
て
い
る
。

ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
は
２
０
１
５

年
１
月
13
日
、
父
・
森
川
孝
樹

さ
ん

母
・
佳
菜
子
さ
ん
の
も

と
に
誕
生
。
生
後
３
か
月
目
に

心
臓
の
筋
肉
が
拡
張
し
て
薄
く

な
り
、
重
度
の
心
不
全
を
起
こ

す
特
定
疾
患
指
定
の
難
病
「
拡

張
型
心
筋
症
」
と
診
断
さ
れ
た
。

現
在
、
東
京
大
学
附
属
病
院
で

小
児
の
補
助
人
工
心
臓
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
Ｒ
俚
ベ
ル
リ
ン
ハ
ー
ト
社
俛

を
装
着
し
て
７
か
月
に
な
る
。

ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
は
、
感
染
や

血
栓
が
起
き
や
す
く
ポ
ン
プ
の

交
換
も
多
い
状
態
で
、
一
刻
も

早
い
移
植
が
必
要
と
さ
れ
る
も

の
の
、
日
本
国
内
で
の
ド
ナ
ー

提
供
数
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
両
親
が
海
外
で
の
渡
航
移

植
を
決
意
、
有
志
ら
が
募
金
活

動
を
始
め
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
付
属
病

院
で
の
受
け
入
れ
許
可
が
下
り

て
い
る
。
目
標
額
は
渡
航
費
用

な
ど
２
憶
９
５
０
０
万
円
で
、

９
日
現
在
１
憶
３
４
４
３
万
円

強
が
集
ま
っ
て
い
る
。
募
金
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可

能
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://him
arichan.com

を

参
照
。
事
務
局
は
次
の
通
り
。

▽
神
奈
川
本
部

〒
２
３
２-

０
０
５
３

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区
井
土
ヶ

谷
下
町
28-

８
ヒ
ル
カ
ワ
ハ
イ

ツ
５
０
１

電
話
０
８
０
・
７
９
６
７
・
０

９
２
５

ひまりちゃん
心臓移植へ
コロンビア大学で

風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
、
テ
ロ
追
悼
公
演

九
州
か
ら
も
２
太
鼓
集
団

被災の悲しみ越えて

米
同
時
多
発
テ
ロ
15
周
年
に

あ
た
る
11
日
夕
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
マ
ー
キ
ン
・
コ
ン
サ
ー

ト
・
ホ
ー
ル
で
第
９
回
風
の
環

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

同
テ
ロ
の
犠
牲
者
追
悼
の
意

味
を
込
め
て
始
ま
り
毎
年
こ
の

日
に
行
わ
れ
る
同
公
演
、
今
年

は
熊
本
・
大
分
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
兼
ね
て
九
州

か
ら
２
つ
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
を

招
き
、
風
の
環
少
年
少
女
合
唱

団
が
初
舞
台
を
踏
む
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
４
４
９
席

を
埋
め
た
会
場
を
沸
せ
た
。

当
地
で
発
足
し
た
風
の
環
少

年
少
女
合
唱
団
は
、
吉
住
奈
緒

子
さ
ん
の
指
揮
、
阿
部
弘
美
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
50
人
の

子
供
た
ち
が
熊
本
民
謡
の
「
あ

ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
と
卒
業
式

で
よ
く
歌
わ
れ
る
「
ビ
リ
ー
ヴ
」

を
披
露
、
大
喝
采
を
浴
び
た
。

福
岡
県
を
拠
点
と
す
る
「
野

武
士
」
の
勇
壮
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
、
熊
本
か
ら
の
ジ
ュ
ニ

ア
グ
ル
ー
プ
「
人
吉
ね
ぶ
か
太

鼓
」
の
愛
ら
し
く
息
の
あ
っ
た

撥
俚
ば
ち
俛
さ
ば
き
に
は
、
演

奏
が
終
わ
る
や
会
場
は
総
立
ち

で
舞
台
を
称
え
た
。

白
崎
彩
子
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
の

演
奏
や
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
ア
カ
ペ

ラ
男
性
合
唱
「
ザ
・
ベ
ア
・
ネ

セ
シ
テ
ィ
ー
ズ
」、
同
公
演
の
ホ

ス
ト
役
を
務
め
る
混
）
合
唱
団

「
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
と
も
」
の
歌
声
が
間
に

入
り
、
最
後
に
「
ザ
・
ベ
ア
・

ネ
セ
シ
テ
ィ
ー
ズ
」
と
「
と
も
」

が
「
野
武
士
」
の
太
鼓
伴
奏
で

黒
人
霊
歌
を
歌
う
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
演
奏
を
披
露
、
出
演
者

と
聴
衆
が
７
月
に
亡
く
な
っ
た

永
六
輔
さ
ん
作
詞
の
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
を
合
唱
し
て
公

演
の
幕
を
閉
じ
た
。

三
姉
妹
で
合
唱
団
に
参
加
し

た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
校

に
通
う
三
小
林
穂
香
さ
ん
俚
９
俛、

希
香
さ
ん
俚
９
俛
、
杏
奈
さ
ん

俚
６
俛
は
「
ド
キ
ド
キ
し
た
が
、

お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
て
楽

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

主
催
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
風
の
環
メ
モ

リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
代
表
の
白

田
正
樹
さ
ん
は
「
や
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
一
言
。「
来
年
は
10
周
年
で

大
き
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
会
場
で
は

熊
本
・
大
分
震
災
復
興
の
義
援

金
１
８
８
２
ド
ル
が
集
ま
っ
た
。

観
客
席
に
は
、
息
子
の
杉
山

陽
一
さ
ん
俚
当
時
34
俛
が
同
テ

ロ
の
犠
牲
と
な
っ
た
住
山
一
貞

さ
ん
俚
79
俛
夫
妻
も
例
年
通
り

姿
を
見
せ
、「
式
典
に
参
加
す
る

の
は
毎
年
の
こ
と
で
15
周
年
で

も
特
別
な
こ
と
は
な
い
が
、
体

力
的
に
来
年
は
無
理
と
も
思
う
」

と
話
し
た
。
同
テ
ロ
で
子
供
を

亡
く
し
た
遺
族
は
高
齢
化
で
式

典
参
加
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
。
住
山
さ
ん
は
来

米
直
前
に
東
京
で
米
同
時
多
発

テ
ロ
関
連
の
展
示
会
を
開
い
た
。

（
小
味
か
お
る
）

さ
て
、
こ
の
夏
、
日
本
で
は

選
挙
も
あ
っ
た
。
７
月
10
日
に

は
３
年
に
一
度
の
参
議
院
議
員

の
通
常
選
挙
が
あ
り
、
定
数
の

半
分
に
あ
た
る
１
２
１
人
の
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。
結
果
は
す

で
に
ご
承
知
の
通
り
だ
が
、
選

挙
の
後
に
は
、
自
民
党
の
参
院

の
議
席
が
１
２
２
と
、
単
独
で

過
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。あ

の
ヘ
ン
な
民
進
党
は
、
共

産
党
ま
で
含
め
た
４
党
協
力
で

32
あ
る
１
人
区
の
戦
い
を
挑
ん

だ
が
、
結
果
は
11
勝
21
敗
、
ダ

ブ
ル
ス
コ
ア
に
近
い
敗
北
だ
っ

た
。
48
あ
る
比
例
選
で
も
19
議

席
を
取
っ
た
自
民
党
に
遠
く
及

ば
ず
11
議
席
。
非
改
選
を
合
わ

せ
た
新
議
席
は
49
と
、
選
挙
公

示
前
の
62
か
ら
13
も
減
ら
し

た
。
有
権
者
は
、
民
進
党
以
下

の
野
党
の
野
合
に
Ｎ
Ｏ
の
判
断

を
下
し
て
、
安
倍
政
権
の
継
続

を
支
持
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま

こ
と
に
健
全
な
判
断
と
い
う
べ

き
だ
ろ
う
。

自
民
党
は
衆
参
両
院
で
過
半

数
を
握
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。

政
権
与
党
の
公
明
党
を
合
わ
せ

る
と
、
衆
議
院
で
は
３
２
５
議

席
で
、
総
議
席
の
３
分
の
２

俚
３
１
８
俛
を
す
で
に
超
え
て

い
る
が
、
参
議
院
で
も
公
明
党

の
ほ
か
に
憲
法
改
定
を
是
と
す

る
「
お
お
さ
か
維
新
の
会
」

「
日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す

る
党
」
を
合
わ
せ
る
と
、
３
分

の
２
の
１
６
２
議
席
に
達
し
、

同
様
の
考
え
を
持
つ
無
所
属
議

員
ま
で
含
め
れ
ば
楽
に
３
分
の

２
を
超
す
こ
と
と
な
っ
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
憲
法
を
改

定
す
る
か
ど
う
か
が
新
た
な
政

治
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ

た
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、

現
行
憲
法
を
改
定
す
る
に
は
、

衆
参
両
院
で
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の

２
の
多
数
に
よ
る
発
議
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
去
年

）
立
し
た
安
保
関
連
法
に
「
戦

争
法
」
な
ど
と
誤
っ
た
レ
ー
ベ

ル
を
貼
付
け
て
い
る
民
進
党
の

一
部
議
員
や
共
産
党
な
ど
は
、

「
安
倍
の
暴
走
が
憲
法
改
悪
に

も
及
ぶ
」
と
大
声
を
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
配
布
資
（
に
書
い
た

通
り
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
は
、

国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
と
い
う
３
つ
の

原
則
で
作
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら

が
心
配
す
る
の
は
、
平
和
主
義

の
象
徴
で
あ
る
第
９
条
が
変
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
仮
に
安

倍
政
権
が
憲
法
改
定
を
発
議
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
憲

法
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
あ
と
に
、
国
民

投
票
と
言
う
手
続
き
が
待
っ
て

い
て
、
そ
こ
で
過
半
数
の
支
持

が
な
け
れ
ば
、
憲
法
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

自
民
党
は
、
今
か
ら
60
年
以

上
も
前
の
１
９
５
５
年
に
結
党

さ
れ
た
時
か
ら
、
我
が
党
は
憲

法
改
正
で
国
民
の
負
託
に
こ
た

え
る
、
と
い
う
表
現
で
、
憲
法

改
定
を
綱
領
に
掲
げ
て
い
る
。

特
定
の
条
文
を
変
え
る
の
で
は

な
く
、
憲
法
を
丸
ご
と
改
定
し

よ
う
と
い
う
の
が
自
民
党
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
、
４
年
前
、
２

０
１
２
年
４
月
に
は
、
憲
法
改

正
草
案
を
発
表
し
て
も
い
る
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
憲
法
は

国
の
基
本
法
だ
が
、
不
磨
の
大

典
で
は
な
い
。
不
磨
の
大
典
と

い
う
の
は
、
す
り
減
ら
な
い
ほ

ど
立
派
な
法
典
、
と
い
う
意
味

で
、
指
一
本
触
れ
て
は
な
ら
な

い
、
と
言
う
に
近
い
。
時
代
の

進
歩
や
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て

手
を
入
れ
る
必
要
は
あ
る
は
ず

だ
。
た
だ
、
今
日
ま
で
の
国
内

情
勢
を
振
り
返
れ
ば
、
憲
法
を

改
定
す
べ
し
と
す
る
世
論
が
高

ま
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

現
在
の
政
権
与
党
が
、
国
会

の
両
院
で
憲
法
改
定
を
発
議
出

来
る
勢
力
を
握
っ
た
こ
と
で
、

本
当
に
憲
法
を
変
え
る
べ
き
か

ど
う
か
、
実
は
私
も
判
断
に
迷

っ
て
い
る
。
は
っ
き
り
し
て
い

る
こ
と
は
、
現
行
憲
法
第
９
条

は
、
極
め
て
崇
高
な
平
和
主
義

を
謳
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

条
文
、
と
く
に
第
２
項
と
、
陸

海
空
自
衛
隊
の
存
在
は
明
ら
か

に
矛
盾
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
の
安
保
法
制
整

備
の
際
も
問
題
に
な
っ
た
よ
う

に
、
こ
の
条
文
が
あ
る
お
陰
で
、

日
本
が
主
権
国
家
の
自
然
権
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
自
衛
権

が
、
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
も

な
る
。

個
別
的
自
衛
権
は
あ
る
が
、

集
団
的
自
衛
権
は
持
て
な
い
、

と
い
う
、
例
の
奇
怪
な
論
理
が

横
行
し
た
り
す
る
俚
国
連
憲
章

第
51
条
は
個
別
も
集
団
も
並
列

的
に
主
権
国
家
に
認
め
ら
れ

る
、
と
規
定
す
る
俛
。

と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

少
な
く
と
も
、
こ
の
９
条
は
変

え
た
方
が
良
い
、
と
思
え
る
の

だ
が
、
自
民
党
が
書
い
た
よ
う

な
具
体
案
を
見
せ
ら
れ
る
と
、

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
世
論
の
支
持

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
は
思
え
な

い
の
だ
。

国
民
感
情
が
一
定
の
方
向
を

見
出
す
ま
で
に
は
、
国
会
の
憲

法
審
査
会
な
ど
で
、
か
な
り
長

期
に
わ
た
っ
て
、
透
明
性
の
高

い
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

と
す
れ
ば
、
こ
こ
２
〜
３
年
、

安
倍
政
権
存
命
中
に
憲
法
が
改

定
さ
れ
る
可
能
性
は
、
か
な
り

低
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(

次
号
に
つ
づ
く
）

参
議
院
議
員
選
挙
と
憲
法
改
正

内
田
忠
男
Ｎ
Ｙ
講
演
会
　
連
載
（
３
）

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
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で
右
写
真
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動
画
に

人
吉
ね
ぶ
か
太
鼓

少年少女合唱団らと挨拶する白田さん（Photo:Graeme Carmichael)


